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１．はじめに
以前から学生の間に海外留学できればと漠然と考えていましたが、
実際に行けるとは思っておらず、このような機会を頂けたことに感謝
しています。韓国には高校生の時に１度修学旅行で行ったきりで留学
前は少し不安でしたが、実際行ってみると１ヶ月は短く感じ、あっと
いう間でした。
２．準備
まず忠南大学へ提出する CV を作成し、希望する科とともに忠南大学の秘書さんであるヨックさんに提出
しました。留学生にとってどの科を回るのが良いのか等の具体的な情報は、この忠南大学との交換留学プロ
グラムに以前参加された先輩方に話を聞いたり、冬に富山大学に来ていた留学生達に聞く等して得ることが
できました。その後、現地の人達とのコミュニケーションが最も心配だったので、４～５月は英会話のレッ
スンをネットで受講したり、テレビやラジオでハングル講座を聞いたりして少しずつ準備をしていました。
また、私が参加したのは、後半（５月２０日～６月１４日）だったので、前半組の人達が行っている間は、生活
のことや実習のことを詳しく聞くことができ、大変助かりました。
３．交通
忠南大学は韓国の中心部に位置している大田（テジョン）という都市にあります。大田は交通が便利な場
所であり、ソウルやプサンまでは KTX という現地の新幹線のようなものを使えば、約２時間で行くことが
できます。富山空港から仁川空港まで飛行機で行き、空港に現地の学生が迎えに来てくれて、空港からはバ
スで大田まで行きました。
４．生活
滞在中は、大学の傍にある寮で生活していました。共同のトイレ、シャワー、キッチン、洗濯機があり、
自由に使って良いとのことでした。天候は毎日ほぼ快晴で、雨はあまり降りませんでした。湿気もなく過ご
しやすいですが、６月は少し暑く、基本的には半袖で過ごしていました。
寮から歩いて行ける範囲にスーパーやデパートもあり、そこで日常生活品など大抵のものは揃います。ま
た、大学周辺にも食事をとれる場所があり、生活に困るということはありませんでした。
また、大田では、日本とは違いタクシーがとても安く、行き先を見せればトラブルが発生することなく利
用することができ、少し遠いところに行く時等は、頻繁にタクシーを使っていました。地下鉄の駅までは歩
いていくことができ便利だったので、地下鉄もよく利用していました。
５．病院実習
産婦人科（OBGY）２週間、膠原病内科１週間、形成外科（PS）２週間の日程で、実習させて頂きまし
た。
●産婦人科（OBGY）
主任教授の先生は、婦人科疾患の腹腔鏡の手術で有名な方でした。週に３日は手術室で、主に教授の執刀
される手術の見学、他２日は教授の外来を見学させてもらったり、カンファに参加させてもらいました。
●膠原病内科
病棟の回診や、教授のレクチャーやテストを他の学生さん達と一緒に受けたり、最終日には学生さんの症
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例プレゼンを聞かせてもらったりもしました。基本的に、英語が使
われていたので、初めは全然ついて行けなかったため、自分も必死
に医学英語を覚えて、大変勉強になりました。韓国の学生さんは、
医学英語もしっかり勉強しているので、先生の質問が分からなくて
困っていたら、よく助けてくれました。
●形成外科（PS）
主任教授をはじめ先生方は、留学生の私にも親切にして下さり、
術野に入らせてもらったり、手術の後には説明して下さったりと大
変よくして下さいました。顔面の外傷や口唇口蓋裂、脂肪吸引、顔
面の美容整形術など幅広く手術を見学することができました。
６．まとめ
韓国の学生さん達は、医学英語もそうですが、すごく勉強熱心で向上心が高い人達ばかりでした。自分の
夢ややりたいこともはっきりしていて、大変刺激になりました。また勉強以外の面では、生活を楽しむのに
長けている気がしました。ご飯は皆誘い合って沢山食べ、お酒もよく飲み、人と人の付き合いを大事にして
いるのが印象的でした。
１ヶ月間という短い間でしたが、韓国で出会った方々は大変親切で、韓国語がほとんど話せない私にも、
進んで話かけてくれたり、ご飯や飲みに誘ってくれ、毎日非常に楽しく過ごすことができました。今回の留
学で、勉強面だけでなく、現地の方々との交流を通して、以前より韓国のことを知ることができましたし、
貴重な体験ばかりでした。有難うございました。
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